



Potentiometric Titration of Hydrazine









Potentiometric Titration of Hydrazine 
Tetsuhei Tachikawa， Kozo Ueno 
and Tamijiro Kashiwagi 
Abstract 
The titration of hydrazine with iodine was potentiometrically carried out by use of six bimetallic 
electrode couples; platinum司silver，platinum-tungusten， platinum-molybdenum， platinum-palladium， 
platinum-nickel and platinum-tantalum. The titration curves were constructed and the magnitudes 
of the potential change at the end point were obtained. The influences of the amount of sodium 
bicarbonate on them were also investigated. 
Platinum-silver couple repr巴sentedan S-shaped titration curv巴andthe potential at th巴 endpoint 
increased abruptly. On the other hand， the other五vecouples showed the titration curve with a 
peak and th巴 pot巴ntialat the end point increased suddenly like the above-mentioned couple. 
Th巴 magnitudesof pot巴ntialchang巴 atthe end point for al couples showed a tendency to 
decrease in proportion to the increase of added sodium bicarbonate. 
The samples containing hydrazine sulfate in the range of 3.2 to 32 mg per 50 ms solution can 




















れを1sのメスフラスコ rtでヨウ化カリウム約40gを水 100ml! ?こ溶解したものに加え， よく
ふりまぜて溶解後，水で lsi乙希釈した。 O.01Nヨウ素溶液も同じ要領で調製した。
H・I・2 硫酸ヒドラジン溶液
0.025 M 硫酸ヒドラジン溶液は特級試薬硫自宅ヒドラジン ((NH2)2H2S0" 不~l光組薬) 3.253 g 

















0.025 M溶液: 原被 (Sで表わす);1.90， S十水 40ml! +NaHC03 2 g; 7.96; S十水 40ml! 
+ NaHC03 5 g; 8.02 
0.0025M溶液: 原液;2.65ラS+水 40ms十NaHC030.1 g; 7.94， S十水40ms+NaHC03 






一定速度でかきまぜた。 1 凹の滴定j肝要時間は 15~20 分であった。
III. 実験結果および考察
III.l 滴定曲線
滴定は I・4の項で述べたように調製した試料溶液すなわちヲ 0.025Mおよび 0.0025M硫






(NH2)2H2S0. +212十6NaHC03= N2十6C02十4Na1+ Na2SO， +6H20 
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および白金ータンタルの 6組合わせを用い， 0.025 M および 0.0025M 硫酸ヒドラジン溶液を
滴定した際，えられた終点における電位変化の大きさを示すと，表-1のとおりである。
表-1 終点における電位変化の大きさ (JE(JV: mV， JV: 0.02ms) 
極 名
濃 度 INaHC031 ，山相|白金ータン|白金モ 白金パ 日金一 白金一
グステン リブデン ラジウム ニッケノレ 5ンタノレ
) I 200~250 Iル泌O 20~30 290~320 90~120 
0.025M 
200~230 10~20 290~320 80~120 
160~190 30~50 160~200 90~120 
U 








ヒドラジンの場合， 0.025 M 溶液においてはその添加量 2-5gの範囲では終点はよく一致し
た。一方， 0.0025 M 溶液においては 0.1-0.2gの添加量の範囲ではよい結果がえられた。しか
し 0.5g以上添加の場合は終点が滴定のたび異なり，かっ，低い値を示した。
白金一パラジウムの組合わせにおいて，前報めのアンチモン (II)およびヒ素(II)のヨウ素
法による滴定の場合と同様ラ 0.0025M 溶液の終点における電位変化の大きさは 0.025M溶液の
それより大きかった。この理由についてはさらに検討を加えたい。ほかの 5組合わせは炭酸水
素ナトリウム添加量の違いはあるが， 0.025 M 溶液の dE/dVの大きさの方が 0.0025M 溶液の
それよりやや大きい傾向を示した。
終点の位置は白金 タングステン，白金一モリブデンおよび白金一ニッケルのおのおのの
組合わせにおいては， 0.025 M 溶液の滴定の際，ピークの頂点にあったが， 0.0025 M 溶液の場
合はその終点より 1滴前 (0.02mi!)のところにあった。一方，白金一パラジウム，白金ータン








(1) 滴定曲線の形は白金一銀の組合わせのみがS字形を示し，ほかの 5組合わせはピ pー ク
形を示した。また，終点において 6組合わせはすべて急激な電位上昇変化を示した。
(2) 炭酸水素ナトリウム添加量は 0.025M 硫酸ヒドラグン溶液の場合ラ 2-5gの範囲では




合わせはよく，白金ータンタ Jレは ζれらにつぎ，白金 ノfラジウムはあまり大きい終点におけ
る電位変化の大きさを示さなかった。
(4) 本法により硫酸ヒドラジン 3.2-32mg/50 mtを直接定量することができる。
(昭和 36年4月 日本化学会第 14年会講演)
(昭和37年4月30日受理)
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